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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
令
和
７
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
皆
さ
ま

と
と
も
に
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
町
政
の
発
展
、
そ
し
て
町

議
会
の
運
営
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
芦
屋
町
議
会
と
し

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
第
一
に
考
え
、
地
域
の
課
題
解
決
や

未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
住
み
良
い
芦
屋
町

を
築
く
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
健

康
で
幸
多
き
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

川
上
　
誠
一

川
上
　
誠
一
日々の議会活動はあくまでも地道な一歩一

歩、視線の先に「未踏の峰」を展望しなが

ら歩いていく。

峰

妹
川
　
征
男

妹
川
　
征
男
義を見てせざるは勇無きなり。

何事にも「真実一路、真相究明」の立ち位

置で！

真

松
岡
　
泉

松
岡
　
泉

人材なくして、地域のなりわいはない。

未来に向かって、「人づくり」に挑戦する。

人

栄
「町が栄える」活気ある町を目指し、経済

的にも精神的にも伸び伸びと暮らせる町と

なれるように。

辻
本
　
一
夫

辻
本
　
一
夫
これまでの知見を生かし、目標と思いへの

実現に向け、ベストを尽くす１年！

成

貝
掛
　
俊
之

貝
掛
　
俊
之
「和して同ぜず」を基本に相手の方を思い

やり、「和」を持って議論していきます。

和

中
西
　
智
昭

中
西
　
智
昭

　今年の漢字　　　　新年のあいさつ
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議
長
　
内
海

議
長
　
内
海  

猛
年
猛
年

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

本
田
　
浩

本
田
　
浩

住んで良かった町づくりの目的に向かって

地域の方々とともに創造し進んで行動して

いく。

志

萩
原
　
洋
子

萩
原
　
洋
子
今年もいろいろなことにチャレンジし、公私

ともに充実した１年にしたいと思います！

挑
田
中
　
太

田
中
　
太

優しさと思いやりを持って、１分１秒を大切

に全力で駆け抜ける１年にしてまいります。

駆

長
島
　
毅

長
島
　
毅

映える場所、歴史、人のＰＲを推進。

人の想いを反映させる。

映画製作をもう一度。

映

香
田
　
一
之

香
田
　
一
之

今年も、やなこと忘れて踊ろじゃないかっ

て気持ちで楽しくいこーっ。

なんとかなるさ！

踊

安全安心に皆さまが過

ごせることが我々の責

務です。

安

　今年の漢字　　　　新年のあいさつ

今 年 の 抱 負 を

漢 字 １ 文 字 で

聞いたっちゃ！
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１２月
定例会

給
食
費
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

０
～
２
歳
児
は
保
育
料
に

含
ま
れ
、
３
歳
児
以
上
は

６
０
０
０
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

給
食
費
（
副
食
費
）
を
無
償

化
す
る
と
町
の
負
担
は
。

１
４
４
０
万
円
ほ
ど
の
負
担

と
な
る
。

◆
芦
屋
町
法
定
外
公

共
物
管
理
条
例
の
制
定

　
芦
屋
町
の
法
定
外
公
共
物
の
管

理
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
法
定
外
公
共
物

と
は
次
に
掲
げ
る
町
の
所
有
に
属

す
る
も
の
で
す
。

①
道
路
法
の
適
用
を
受
け
な
い

　
道
路

②
河
川
法
の
適
用
や
準
用
を
受
け

　
な
い
河
川

③
湖
沼
、
た
め
池
、
水
路
そ
の
他

　
の
土
地
ま
た
は
水
面

④
前
３
号
に
掲
げ
る
も
の
に
付

　
属
す
る
工
作
物
、
物
件
ま
た
は

　
施
設

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

問答

一言インタビュー

今年の漢字は？

◆

第
２
子
以
降
の 

　

 

保
育
料
無
償
化

　　
す
で
に
幼
児
教
育
・
保
育
は
無

償
化
（
３
歳
児
以
上
）
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
０

～
２
歳
児
の
保
育
料
軽
減
の
要
望

が
多
く
あ
っ
た
た
め
、
近
隣
自
治

体
の
状
況
も
踏
ま
え
、
令
和
７
年

4
月
か
ら
第
2
子
以
降
の
保
育
料

の
無
償
化
と
第
１
子
の
保
育
料
の

軽
減
幅
を
拡
大
し
ま
す
。

第
１
子
の
保
育
料
も
無
償

化
す
る
と
町
の
負
担
は
ど

う
な
る
の
か
。

約
１
０
０
０
万
円
増
え
、
合

計
３
５
０
０
万
円
ほ
ど
の
負

担
と
な
る
。

問答

問答

町
行
政
を
磨
く
条
例
と
な
れ

妹
川
　
征
男 

議
員

　

国
有
財
産
で
あ
っ
た
法
定

外
公
共
物
は
平
成
17
年
ま
で

に
市
町
村
に
譲
与
。
そ
の
当

時
の
担
当
課
が
条
例
化
を
は

か
り
適
用
さ
せ
て
い
れ
ば
、

令
和
３
年
山
鹿
地
区
の
農
業

用
水
路
（
町
有
地
）
の
無
断

埋
め
立
て
事
件
の
未
解
決
お

よ
び
問
題
の
放
置
を
招
く
こ

と
は
な
か
っ
た
。
議
案
の
条

例
は
町
有
財
産
の
町
民
の
利

用
の
保
護
や
町
の
実
務
に
資

す
る
意
義
を
有
す
る
。
今
後

関
係
部
署
へ
の
徹
底
が
は
か

ら
れ
、
該
当
す
る
里
道
や
水

路
が
厳
格
に
管
理
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
。

賛
成

12 月 5 日～ 16 日

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

保
育
料
無
償
化
決
定

　
  

子
育
て
支
援
の
拡
充

・質疑とは

アッシーの
　議会豆知識

　議会で審議する案

件を本会議や委員会

でただすこと。

条
例

　
物
価
も
上
が
り
、
そ
の
分
生
活

費
に
充
て
ら
れ
る
の
で
と
て
も
あ

り
が
た
い
で
す
。
芦
屋
町
に
住
ん

で
子
ど
も
を
産
ん
で
た
く
さ
ん
の

支
援
が
あ
り
、
周
り
の
友
人
か
ら

も
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
ま
す
。

山形彩乃さん（柏原区）

さゆりさん（30 歳代）

「断」
お酒を断つ！

松尾美佐さん（50 歳代）

「笑」
笑う門には福来る
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◆�

教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

　
井
上
弘
行
氏
の
任
期
が
令
和
７

年
１
月
31
日
で
満
了
と
な
る
た

め
、
再
度
任
命
し
ま
す
。

小田利夫さん（64 歳）

「貫」
新年の思いを貫く

人
事

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

いい年になりそうっちゃ！

◆�

あ

し

や

砂

像

展 

実
行
委
員
会
補
助
金

（
補
正
額
：
１
７
０
０
万
円
増
額
）

　
　
　あ

し
や
砂
像
展
実
行
委
員

会
補
助
金
の
増
額
理
由
は
。

17
日
間
の
開
催
予
定
だ
っ

た
が
大
雨
の
影
響
に
よ
り

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
来

場
者
数
減
少
の
た
め
補
助
金
を
増

額
す
る
。

補
正
額
１
７
０
０
万
円
の

根
拠
は
。

予
定
で
は
入
場
料
収
入
を

２
６
０
０
万
円
ほ
ど
算
出
し

て
い
た
が
、
砂
像
展
の
中
止
に
よ
り

収
益
が
約
６
０
０
万
円
、
歳
出
で
約

３
０
０
万
円
の
減
額
が
あ
っ
た
た

め
、
不
足
分
の
１
７
０
０
万
円
を

補
正
し
た
。

問答問答

補
正

砂
像
展
の
来
年
の
開
催
は

ど
う
す
る
の
か
。

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
結

論
は
出
す
が
、
基
本
的
に

は
開
催
の
方
向
で
考
え
て
い
る
。

問答

◆
公
営
競
技
納
付
金 

制
度
の
廃
止
に
関
す
る

意
見
書

■
提
出
者

　
辻
本
　
一
夫

■
賛
成
者

　
本
田
　
浩

意
見
書

レースの様子

　公営競技納付金制度は昭和 45 年度に創設されま

した。これは公営競技を施行する団体と非施行団

体との行政水準、財政力の不均衡が問題となった

ため、公営競技収益の均てん化を目的に 10 年の時

限措置として導入されましたが、その後、累次に

わたり期限延長されてきています。

　地方公共団体の社会資本整備貸付利率の利下げ

財源として、モーターボート競走事業施行者がこ

れまで地方公共団体金融機構に納付した金額は約

６０００億円で、他の公営競技施行者分を含めた

地方公共団体健全化基金積立額は、約９０００億

円以上と膨大な金額であり、さらにここ数年は基

金への積み立てが行われるなど十分に所期の目的

を達せられたと考えます。

　以上のことから、総務省に対して公営競技納付

金制度の廃止を強く求めるものです。
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新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議案の賛否を掲載しています。掲載のない議案は、満場一致で可決されました。

意見がわかれた議案の賛否一覧

1月臨時会 今臨時会では８議案が上程され、全て満場一致で可決されました。

※議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。

　ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

今定例会では 12議案が上程され、全て満場一致で可決されました。12月定例会

補
正

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
芦
屋
町
議
会
業
務
継

続
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
も
議
会

が
迅
速
に
機
能
回
復
を
図
り
、
多
様

な
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
し
た

復
旧
・
復
興
に
早
急
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
に
、
議
会
と
議
員
の
役
割

や
行
動
基
準
を
定
め
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
し
ま
し
た
。

 １ 月
臨時会
１月 17 日

◆

物

価

高

騰

対

策 

　
 

給
付
金

　
国
の
物
価
高
騰
対
策
で
令
和
６

年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し

１
世
帯
に
３
万
円
給
付
し
ま
す
。

ま
た
、
支
給
対
象
世
帯
の
う
ち
、

18
歳
以
下
の
児
童
が
い
る
世
帯
に

対
し
、
児
童
１
人
に
２
万
円
を
給

付
し
ま
す
。

非
課
税
世
帯
以
外
に
も
生
活

が
苦
し
く
、
ギ
リ
ギ
リ
の
生

活
を
し
て
い
る
世
帯
も
あ
る
が
そ

の
世
帯
へ
の
支
援
は
。

物
価
高
騰
で
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
を
受
け
て
い
る
住
民
に
対

し
て
は
、
町
内
で
使
え
る
商
品
券

（
１
人
１
万
円
分
）
を
給
付
す
る
。

問答

◆
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
推
進 

　

に
関
す
る
決
議
案 

   

が
可
決
！

■
提
出
者

　
長
島
　
毅

■
賛
成
者

　
中
西
　
智
昭

　　
本
議
会
は
本
町
に
対
し
、
福
岡

県
で
制
定
さ
れ
た
「
福
岡
県
ワ
ン

ヘ
ル
ス
推
進
基
本
条
例
」
の
具
現

化
を
は
か
る
た
め
取
り
組
む
よ
う

強
く
求
め
る
「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
推

進
に
関
す
る
決
議
案
」を
提
出
し
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

注
１

　

ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
推
進
に
賛
成

　
　
　
　  

　
　
本
田
　
浩 

議
員

　
ワ
ン
ヘ
ル
ス
は
人
、
動
物
、
生

態
系
の
健
康
一
体
と
し
て
動
物
由

来
の
感
染
症
を
防
ぐ
考
え
方
で
あ

る
。
記
憶
に
新
し
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
こ
の
１
つ
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
芦
屋
町
も
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
理
念

に
基
づ
き
住
民
一
体
と
し
て
連
携

や
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

賛
成

注
１

ワ
ン
ヘ
ル
ス
…
「
人
と
動
物
の
健
康
と
環

境
の
健
全
性
は
１
つ
」
と
捉
え
て
、
こ
れ

ら
を
一
体
的
に
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
考

え
方
。

ワンヘルスロゴマーク
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町政を問う

ページ 質問議員 質問事項

8 松岡 　泉

◎ 学校教育での電子図書館の活用

◎ 奨学金返済支援制度の導入

◎ 通学路の安全確保

9 本田　浩 ◎ 芦屋町の安全・安心対策

10 萩原 洋子

◎ 中央グラウンドの改修

◎ 西方荒波対策

○ 予算編成

11 田中　太 ◎ 町営住宅長寿命化計画

12 川上 誠一

◎ 遠賀川流域から出る海岸漂着ごみ

◎ ワンヘルス推進宣言

◎ 狩尾岬沖の船舶座礁事故

13 辻本 一夫
◎ あしや砂像展の今後の在り方

◎ 山鹿排水機場の排水ポンプの処理能力

14 長島　毅 ◎ 町民の生活習慣病の傾向と対策

15 貝掛 俊之 ◎ 公営企業（下水道事業・ボートレース事業）

◎：記事掲載あり　　　○：記事掲載なし

　議会だよりは要約しています。詳しくはホームページの会議録や録画中継でご確認ください。　

一般質問
一般質問会議録

質
問
者

質
問
者

質
問
者

質
問
者

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

質
問
者

質
問
者

質
問
者

質
問
者

　12 月６日、９日に８人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などの

所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点をただすことです。
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学
校
教
育
で
の
電
子
図
書
館

の
利
用
は
、
教
育
の
質
や
学

習
環
境
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
が
そ
の
意
義
は
何
か
。

学
校
教
育
で
電
子
図
書
館
を

利
用
す
る
こ
と
は
、
多
く
の

利
点
と
意
義
が
あ
る
。
主
な
も
の
は

次
の
点
で
あ
る
。
①
膨
大
な
量
の
書

籍
や
資
料
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
る
。
②
地
域

や
家
庭
の
経
済
状
況
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
て
の
児
童
生
徒
が
同
じ
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
文
字
の

拡
大
、
音
声
読
み
上
げ
機
能
な
ど
、

特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
に

も
適
応
で
き
る
。

環
境
を
整
備
し
て
子
ど
も
た

ち
の
学
び
の
機
会
を
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
電
子
図
書
館
の

活
用
の
見
解
は
。

学
校
側
の
意
向
を
尊
重
し
つ

つ
、
生
涯
学
習
課
と
も
連
携

し
、
広
域
電
子
図
書
館
の
活
用
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
電
子
図

書
館
の
活
用
を
検
討
す
る
。

町
が
目
指
す
将
来
像
「
人
を

育
み
未
来
に
つ
な
ぐ
あ
し
や

ま
ち
」
の
人
材
の
発
掘
、
育
成
の
展

望
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

関
係
団
体
や
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
し
た
情
報
発
信
、
相

談
や
学
習
機
会
の
提
供
を
行
っ
て
い

る
が
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
担

い
手
の
確
保
、
次
世
代
へ
の
継
承
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
に

変
わ
り
は
な
い
。

地
方
で
暮
ら
す
若
者
を
対
象

に
大
学
な
ど
在
学
中
に
貸
与

さ
れ
た
奨
学
金
の
返
済
を
自
治
体
が

支
援
す
る
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
を

導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
。

人
材
確
保
な
ど
を
目
的
に
、

当
該
制
度
を
導
入
す
る
自
治

体
も
一
定
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
導
入

効
果
、
公
平
性
や
他
の
施
策
と
の
優

先
順
位
を
含
め
、
調
査
研
究
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

芦
屋
小
学
校
出
口
か
ら
中
学

校
へ
の
歩
道
や
中
学
校
周
辺

の
通
学
路
は
、表
面
が
滑
り
や
す
く
、

雨
天
時
に
は
不
安
全
で
あ
る
と
の
要

望
が
町
民
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
打
ち
替
え

な
ど
の
安
全
対
策
工
事
を
計

画
し
て
お
り
、
令
和
８
年
度
ま
で
に

全
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

問答 問

松松ま

つ

お

か

ま

つ

お

か
岡岡    

泉泉
い
ず
み

い
ず
み  

学校教育での電子図書館の活用

電子図書館の活用は

学校の意見を尊重しつつ検討
学校教育課長

答

問答

遠賀郡の広域電子図書館が設置されている水巻町図書館

奨
学
金
返
済
支
援

制
度
の
導
入

録画中継

問答

問答

通
学
路
の
安
全
確
保

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告
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登
下
校
時
の
児
童
・
生
徒
の

安
全
対
策
は
。

小
学
校
区
青
少
年
健
全
育
成

会
議
の
み
ま
も
り
隊
や
個
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
自
治
防
犯
組
合
が

通
学
路
で
安
全
確
保
を
行
っ
て
い
る
。

小
中
学
生
は
判
断
力
や
注
意

力
が
十
分
で
な
い
。
道
路
横

断
を
ど
う
指
導
し
て
い
る
の
か
。

小
学
校
で
は
学
級
活
動
で
交

通
ル
ー
ル
の
指
導
を
行
い
警

察
官
な
ど
か
ら
交
通
安
全
の
指
導
を

受
け
て
い
る
。
中
学
校
は
全
校
集
会

で
交
通
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
の
交
通
指
導
の
人
と
学

校
や
役
場
関
係
部
署
と
の
情

報
交
換
が
重
要
で
あ
る
。
情
報
交
換

の
会
議
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

不
審
者
情
報
は
広
く
周
知
さ

れ
、
同
様
に
交
通
安
全
の
情

報
も
各
団
体
内
で
共
有
化
さ
れ
て
い

る
と
推
察
し
て
い
る
。
情
報
交
換
の

場
を
設
け
る
こ
と
は
手
法
や
対
象
範

囲
を
含
め
て
判
断
し
て
い
く
。

夜
間
巡
回
は
地
域
住
民
の
交

流
、
犯
罪
や
火
災
の
防
止
な
ど

多
方
面
で
有
効
な
施
策
で
あ
る
が
。

夜
間
巡
回
は
大
変
意
義
深
い
取

り
組
み
で
あ
る
。
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
参
加
者
は
高
齢
者
が
大
多
数
を
占

め
て
い
る
。
次
世
代
へ
継
承
で
き
る

よ
う
、
ま
た
自
治
区
活
動
に
若
い
世

代
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
区
長
会
や

自
治
区
内
で
協
議
検
討
を
重
ね
努
力

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。

粟
屋
区
公
民
館
前
の
信
号
機

は
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
場

所
で
あ
る
。
芦
屋
町
交
通
安
全
推
進

協
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
要
望
を

提
出
し
た
の
か
。

折
尾
警
察
署
に
は
信
号
無
視
、

速
度
違
反
対
策
と
し
て
パ
ト

カ
ー
・
白
バ
イ
に
よ
る
定
期
的
な
取

り
締
ま
り
強
化
と
、
信
号
機
見
落
と

し
防
止
の
た
め
の
電
光
掲
示
板
設
置

を
要
望
。
県
土
整
備
事
務
所
に
は
速

度
注
意
喚
起
の
た
め
の
回
転
灯
設
置

と
信
号
機
見
落
と
し
防
止
電
光
掲
示

板
設
置
を
要
望
し
た
。

要
望
書
の
内
容
は
粟
屋
区
の

地
域
住
民
の
要
望
を
満
足
に

反
映
し
て
い
る
の
か
。

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
を
半
感

応
式
信
号
に
変
更
し
て
ほ
し

い
旨
の
要
望
は
折
尾
警
察
署
に
相
談

し
て
い
る
。
国
道
と
側
道
の
交
通
量

の
差
が
あ
り
す
ぎ
、
変
更
で
き
な
い

旨
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
ば
か
り
な

の
で
折
尾
警
察
署
へ
の
要
望
書
に
は

記
載
し
て
い
な
い
。

答 問

粟屋区公民館前付近

答 問問答

問

答 問

答

本本ほ

ん

だ

ほ

ん

だ
田田
　　
浩浩
ひ
ろ
し

ひ
ろ
し  

録画中継

芦屋町の安全・安心対策

粟屋区公民館前の安全対策は

関係機関に要望書を提出
環境住宅課長

問答

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告
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柏
原
西
方
海
岸
周
辺
の
住
宅

は
今
も
荒
波
の
被
害
を
受
け

続
け
て
い
る
。
荒
波
の
状
況
は
。

荒
波
は
季
節
風
が
強
く
な
る

11
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
特

に
多
く
、
西
か
ら
北
西
の
風
が
10

メ
ー
ト
ル
以
上
吹
い
た
場
合
、
護
岸

を
越
波
す
る
ほ
ど
の
荒
波
が
発
生
し

て
い
る
。
今
年
の
１
月
か
ら
２
月
に

か
け
て
護
岸
ま
で
砂
が
堆
積
し
、
荒

波
は
減
っ
た
が
３
月
に
は
堆
積
し
た

砂
は
な
く
な
り
、
そ
の
後
は
荒
波
に

よ
る
越
波
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

荒
波
対
策
を
要
望
し
、
約
４
年

が
経
過
。
荒
波
対
策
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
荒
波
対
策
は
。

対
策
事
業
を
行
う
た
め
実
施

計
画
に
計
上
し
、
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
考
え
方
と
し
て
は
荒
波
の

原
因
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
対
策
を
作
成
し
た
い
。そ
の
後
、

対
策
案
を
自
治
区
や
関
係
者
と
共
有

し
、
意
見
交
換
な
ど
を
踏
ま
え
、
柏

原
西
方
海
岸
に
あ
っ
た
後
戻
り
の
な

い
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

今
年
度
、
総
合
運
動
公
園
中

央
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
改
修
工
事

の
た
め
の
設
計
を
行
っ
て
い
る
が
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置
さ
れ
た
時
計
も

故
障
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ
は
花

美
坂
側
に
あ
る
た
め
、
高
齢
者
か
ら

は
「
山
側
に
も
ト
イ
レ
が
あ
っ
た
ら

い
い
」
と
の
声
が
あ
る
。
そ
こ
で
町

の
考
え
を
伺
う
。

時
計
は
来
年
度
の
整
備
に
向

け
、
関
係
課
と
協
議
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
規
模
か
ら

み
て
も
ト
イ
レ
の
数
は
充
足
し
、
工

事
費
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
地
盤
沈
下
も

進
ん
で
い
る
た
め
、
新
た
な
ト
イ
レ

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。し
か
し
、

今
あ
る
ト
イ
レ
は
30
年
が
経
過
し
て

い
る
。
改
修
工
事
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
は
、
利
用
状
況
を
踏
ま
え
設
置

場
所
も
含
め
て
改
修
を
検
討
す
る
。

来
年
度
以
降
、
長
期
間
の
利

用
制
限
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

令
和
７
年
度
中
の
契
約
、
工
事

着
工
を
予
定
し
て
い
る
。
工
事

計
画
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
制
限
、

期
間
な
ど
は
決
定
し
て
い
な
い
が
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
長
期
間
閉
鎖
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
ア
ッ

シ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
他
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
へ
の
振
り
替
え
を
検
討
す
る
が
、

全
て
の
代
替
え
地
を
提
示
す
る
の
は

厳
し
い
。
方
針
が
決
定
次
第
速
や
か

に
周
知
す
る
。

問答答

問

答

萩萩は
ぎ
わ
ら

は
ぎ
わ
ら原原

洋洋ひ

ろ

こ

ひ

ろ

こ子子  
西方荒波対策

柏原西方海岸の荒波対策は

後戻りのない対策を進める
産業観光課長

問

荒波の様子

録画中継

問答

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

改
修
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町
営
住
宅
や
所
得
外
住
宅
に

多
く
の
空
き
部
屋
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
今
年
度
は
９
件
の

入
居
希
望
者
数
に
対
し
て
３
戸
の
提

供
数
だ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
。

近
年
、
状
態
の
良
い
空
き
部

屋
が
減
少
し
て
い
る
。
使
用

可
能
な
住
宅
に
対
し
て
予
算
を
確
保

し
、
整
備
を
経
て
提
供
す
る
こ
と
に

な
る
。
今
年
度
は
比
較
的
新
し
い
３

戸
が
提
供
可
能
と
な
っ
た
。

現
在
の
町
営
住
宅
長
寿
命
化

計
画
で
特
に
解
決
が
必
要
な

問
題
や
課
題
は
。

町
営
住
宅
な
ど
は
、
新
緑
ヶ

丘
団
地
と
後
水
団
地
を
除
く

と
、
築
50
年
を
経
過
す
る
建
物
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
住
宅
は
、

老
朽
化
が
著
し
い
。
ま
た
、
現
状
で

は
単
身
者
の
入
居
で
き
る
住
宅
の
提

供
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

築
50
年
経
過
す
る
建
物
に
、

改
修
費
な
ど
概
算
で
12
億
円
、

そ
の
費
用
対
効
果
は
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
は
、

高
齢
者
な
ど
の
福
祉
的
な
施

策
と
し
て
一
定
の
効
果
は
あ
る
が
費

用
対
効
果
は
良
い
と
は
言
え
な
い
。

２
０
４
０
年
ま
で
に
独
身
者

が
人
口
の
約
47
％
に
達
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
増
加
し
て
い

く
独
身
者
な
ど
が
安
心
し
て
入
居
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

現
状
で
は
そ
れ
ら
に
対
応
で

き
な
い
た
め
今
後
の
芦
屋
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
高
齢
者
比
率
を
見

据
え
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

年
金
の
み
で
生
活
し
て
い
る

高
齢
者
に
は
、
住
居
費
が
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
安
心
し

て
生
活
が
で
き
る
住
ま
い
を
確
保
す

る
こ
と
で
生
活
の
安
定
と
、
福
祉
の

向
上
が
期
待
で
き
る
の
で
は
。

公
営
住
宅
法
に
基
づ
き
、
低

所
得
の
方
へ
低て
い
れ
ん廉
な
家
賃
で

賃
貸
し
、
安
心
と
社
会
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

２
０
４
０
年
問
題
を
踏
ま
え

た
計
画
の
見
直
し
や
改
定
は

急
務
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
先
、

高
齢
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
中
、

単
身
高
齢
者
な
ど
も
安
心
し
て
こ
の

町
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
住
宅

政
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
後
の
単
身
者
と
高
齢
者
の

増
加
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年

度
に
見
直
し
を
行
う
長
寿
命
化
計
画

の
段
階
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対

応
で
き
る
町
営
住
宅
像
を
早
い
段
階

で
検
討
し
、
示
し
て
い
く
。

問 答 問

答

町営住宅長寿命化計画

時代に沿った住宅政策を

早い段階で検討を行いたい
環境住宅課長

改修中の緑ヶ丘団地

田田た

な

か

た

な

か中中  

太太
ふ
と
し

ふ
と
し  

答問

問答

録画中継

問 答問答

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告
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11
月
18
日
の
強
風
と
大
波
に

よ
り
柏
原
西
方
海
岸
に
大
量

の
ア
ル
ミ
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
ご
み
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
漂
着

ご
み
の
多
く
は
遠
賀
川
上
流
か
ら
流

れ
出
た
も
の
だ
が
、
町
は
迅
速
に
対

応
し
漁
協
に
協
力
を
求
め
漂
着
ご
み

の
回
収
を
行
っ
た
。

　
こ
の
間
、
漂
着
ご
み
の
回
収
に
時

間
が
か
か
り
作
業
時
に
は
多
く
の
ご

み
は
海
に
戻
さ
れ
た
。
今
後
も
漁
協

を
活
用
す
る
仕
組
み
を
強
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

漂
着
物
の
量
や
内
容
に
よ
り

検
討
し
、
迅
速
に
対
応
す
る
。

漂
着
ご
み
の
多
く
は
遠
賀
川

か
ら
流
れ
出
た
も
の
で
あ
る
。

ご
み
処
理
の
基
金
が
作
ら
れ
て
い
る

が
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

基
金
の
活
用
は
河
口
堰ぜ
き

を
全

開
す
る
こ
と
が
条
件
な
の
で

一
度
も
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

堰
が
全
開
で
な
く
て
も
被
害

実
態
で
活
用
さ
せ
る
べ
き
だ
。

協
議
会
と
幹
事
会
の
事
務
局

の
遠
賀
川
河
川
事
務
所
に
基

金
を
柔
軟
に
活
用
で
き
る
よ
う
強
く

働
き
か
け
る
。

福
岡
県
は
令
和
３
年
１
月
に

ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進
条
例
を
制

定
し
て
い
る
。
県
内
で
も
半
数
の
自

治
体
が
推
進
宣
言
を
表
明
し
て
い

る
。
海
や
川
、
山
が
あ
り
、
多
く
の

生
態
系
が
生
存
す
る
芦
屋
町
で
も
表

明
す
べ
き
で
な
い
か
。

ワ
ン
ヘ
ル
ス
と
は
人
と
動
物

の
健
康
と
環
境
の
健
全
性
を

一
つ
と
捉
え
一
体
的
に
守
っ
て
い
く

理
念
で
あ
る
。
町
の
総
合
振
興
計
画

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
も
関
連
が
あ
り
、
宣

言
を
含
め
調
査
研
究
を
行
う
。

狩
尾
岬
沖
で
２
隻
の
船
舶
が

座
礁
し
、
漁
業
者
の
生
業
と

環
境
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。
町

の
支
援
の
考
え
を
伺
う
。

海
上
保
安
庁
や
漁
船
保
険
会

社
が
座
礁
船
の
撤
去
な
ど
の

対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
。
12
月
中
に

燃
料
抜
き
取
り
作
業
を
行
い
、
座
礁

船
の
撤
去
は
今
春
に
な
る
見
込
み
。

　
漁
港
区
域
付
近
の
こ
と
で
あ
り
、

情
報
収
集
に
努
め
、
漁
協
や
関
係
機

関
と
情
報
共
有
を
は
か
り
調
整
に
あ

た
る
。

問

答

問

川川か

わ

か

み

か

わ

か

み
上上    

誠誠
せ
い
い
ち

せ
い
い
ち一一

遠賀川流域から出る海岸漂着ごみ

ごみ処理基金は絵に描いた餅

柔軟な活用を働きかける
環境住宅課長

答問

答問答

西方海岸の漂着ごみ

録画中継

問

答

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進
宣
言

船
舶
座
礁
事
故
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あ
し
や
砂
像
展
の
魅
力
は
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
か
。

世
界
の
プ
ロ
彫
刻
家
が
制
作

す
る
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い

砂
の
彫
刻
や
美
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
国
内
唯
一
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

砂
像
展
は
今
後
も
継
続
し
て

開
催
す
る
の
か
。

芦
屋
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
、
継
続
し
て
い
く
。

砂
像
展
を
継
続
す
る
た
め
の

課
題
は
何
か
。

継
続
す
る
に
は
雨
対
策
と
水

は
け
が
悪
い
こ
と
、
長
年
使

用
し
た
砂
の
劣
化
が
課
題
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
対
策
の
検
討
を
進
め
る
。

工
業
部
会
（
商
工
会
）
が
型

枠
工
事
を
担
っ
て
い
る
が
、

元
請
け
業
者
を
決
め
る
べ
き
で
は
。

今
の
と
こ
ろ
工
業
部
会
が
砂

像
独
特
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
考
え
で
進
め
て

き
て
い
る
。

屋
根
の
設
置
場
所
は
現
在
の

場
所
か
レ
ジ
ャ
ー
港
化
計
画

用
地
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

産
業
観
光
課
と
し
て
は
現
会

場
で
の
課
題
を
検
討
す
る
。

豪
雨
の
都
度
、
山
鹿
地
区
の

道
路
な
ど
が
冠
水
す
る
。
唐

戸
の
排
水
ポ
ン
プ
新
設
を
遠
賀
川
河

川
事
務
所
に
要
望
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

床
上
浸
水
被
害
の
解
消
と
い

う
予
算
採
択
の
基
準
に
対
し

実
績
が
な
い
こ
と
、
予
算
的
に
も
大

規
模
な
事
業
と
な
る
た
め
行
う
の
は

困
難
で
あ
る
と
の
回
答
で
あ
る
。

排
水
ポ
ン
プ
は
改
修
と
新
設

の
ど
ち
ら
で
対
応
す
る
の
か
。

新
設
は
な
い
が
、
ポ
ン
プ
を

分
解
し
て
大
規
模
な
点
検
が

行
わ
れ
て
い
る
。

排
水
ポ
ン
プ
車
は
遠
賀
川
河

川
事
務
所
に
何
台
配
置
さ
れ

て
い
る
の
か
。

３
台
所
有
さ
れ
て
い
る
。
優

先
順
位
は
あ
る
が
貸
し
出
し

も
可
能
で
あ
る
。

住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た

め
、
町
で
新
た
な
場
所
に
排

水
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

山
鹿
地
区
堤
防
整
備
事
業
な

ど
の
関
係
も
あ
る
。
今
後
い

ろ
い
ろ
な
方
策
を
見
据
え
な
が
ら
検

討
し
な
い
と
い
け
な
い
。

答 問

あしや砂像展　メイン砂像

答 問問答問

答

問

答

山
鹿
排
水
機
場
の
排
水

ポ
ン
プ
の
処
理
能
力

辻辻つ

じ

も

と

つ

じ

も

と
本本  

一一か

ず

お

か

ず

お夫夫  

録画中継

あしや砂像展の今後の在り方

あしや砂像展は継続するのか

雨対策を講じて継続する
産業観光課長

問答

問 答 問 答問答

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
特

定
健
診
の
受
診
率
は
。

令
和
５
年
度
の
受
診
率
は
41
・

５
％
で
あ
る
。

３
年
度
県
ワ
ー
ス
ト
１
位
だ
っ

た
町
民
メ
タ
ボ
率
の
推
移
は
。

60
市
町
村
中
、
４
年
度
は
上

か
ら
４
番
目
、
５
年
度
は
上

か
ら
３
番
目
で
あ
る
。

小
中
学
生
の
肥
満
率
は
。
ま

た
郡
内
他
町
と
比
べ
て
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
か
。

小
学
生
が
お
お
む
ね
７
人
に

１
人
。
中
学
生
は
お
お
む
ね

６
人
に
１
人
で
あ
る
。
肥
満
傾
向
児

の
割
合
は
、
郡
内
他
町
よ
り
高
い
。

小
中
学
生
へ
予
防
啓
発
な
ど

健
康
教
育
は
し
て
い
る
の
か
。

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
く

健
康
相
談
や
保
健
指
導
、
保

護
者
へ
の
指
導
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

大
人
と
子
ど
も
の
健
康
は
連

携
し
て
対
策
す
べ
き
で
は
。

来
年
度
、
次
期
健
康
増
進
計

画
を
策
定
す
る
中
で
学
校
と

の
連
携
を
検
討
し
た
い
。

高
血
圧
の
人
の
割
合
と
推
移

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

５
年
度
の
特
定
健
診
受
診

者
で
高
血
圧
該
当
者
は
25
・

１
％
、
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
は
28
％

で
あ
る
。

血
圧
計
を
中
央
・
東
・
山
鹿
の

３
公
民
館
に
置
け
な
い
か
。

設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

期
間
や
台
数
を
限
定
し
て
レ
ン

タ
ル
や
購
入
補
助
の
検
討
は
。

レ
ン
タ
ル
は
考
え
て
い
な
い

が
、
今
後
施
策
を
検
討
す
る

上
で
参
考
に
し
た
い
。
ま
た
補
助
は

購
入
後
の
確
認
な
ど
の
課
題
が
あ
り

現
時
点
で
は
難
し
い
。

地
域
の
生
活
習
慣
病
の
特
色
と

原
因
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

県
内
で
も
メ
タ
ボ
該
当
者
の

割
合
が
高
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
で
は
、
運
動
量
が
不
足
し

て
い
る
人
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

役
場
１
階
の
血
圧
計
の
周
辺

を
健
康
コ
ー
ナ
ー
に
し
て
は
。

ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
機
器

の
増
設
は
難
し
い
が
啓
発
物

な
ど
を
設
置
し
た
い
。

問答問答 答問答

長長な
が
し
ま

な
が
し
ま

島
　
島
　
毅毅
つ
よ
し

つ
よ
し    

町民の生活習慣病の傾向と対策

学校との健康対策の連携を

来年度検討したい
健康・こども課長

問

役場１階の血圧計のあるスペース

録画中継

問答問答問答

問答問答

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

問答
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芦
屋
町
の
下
水
道
料
金
は
近

隣
自
治
体
と
比
較
し
て
ど
う

な
の
か
。

芦
屋
町
が
３
４
６
０
円
に
対

し
て
水
巻
町
が
月
３
４
６
０

円
、

遠

賀

町
・

岡

垣

町

は

月

３
４
１
０
円
で
、
北
九
州
市
は
県
内

で
最
も
安
く
月
２
２
４
８
円
で
あ
る
。

老
朽
化
に
よ
り
、
増
加
す
る
改

築
更
新
費
用
や
過
度
に
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
に
頼
る
こ
と
の
な

い
適
切
な
経
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
し
な
が
ら
安

定
的
に
下
水
道
事
業
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

１
つ
目
は
、
下
水
道
料
金
の
適

正
化
で
あ
る
。
４
年
ご
と
に
使

用
料
改
定
を
考
え
て
い
る
。

　
２
つ
目
は
、
耐
震
化
で
あ
る
。
令

和
７
年
度
に
液
状
化
リ
ス
ク
の
高
い

地
域
を
調
査
し
、
下
水
道
施
設
な
ど

の
耐
震
化
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
３
つ
目
は
、
官
民
連
携
、
民
間
活

力
の
導
入
で
あ
る
。
公
共
と
民
間
が

連
携
し
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
す

こ
と
に
よ
り
、
最
適
か
つ
効
率
的
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
現
し
、

住
民
満
足
度
の
最
適
化
を
は
か
る
こ

と
を
目
指
し
、
導
入
の
可
能
性
の
検

討
を
進
め
る
。

　
４
つ
目
は
、
広
域
化
、
共
同
化
で

あ
る
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
た

あ
と
に
ポ
ン
プ
場
化
し
隣
接
す
る
市
、

町
の
公
共
下
水
道
へ
接
続
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
処
理
施
設
の
統
合
が
実

現
す
る
と
、
施
設
の
集
中
管
理
も
可

能
と
な
り
大
き
く
経
費
節
減
が
は
か

れ
る
。
近
隣
自
治
体
と
協
議
を
重
ね
、

実
現
可
能
性
の
検
討
を
進
め
る
。

町
の
財
政
負
担
、
住
民
負
担
の

軽
減
を
考
慮
す
る
と
、
先
行
投

資
も
必
要
だ
が
、
北
九
州
市
と
の
連

携
、
共
同
化
を
す
る
べ
き
で
は
。

下
水
道
事
業
は
将
来
に
わ
た
り

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
相
手
方

も
あ
る
こ
と
な
の
で
引
き
続
き
協
議

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
駐
車
場
の
有

効
活
用
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
パ
ー
ク
や
フ
ッ
ト
サ
ル
競
技

場
な
ど
、
近
隣
の
人
が
集
え
る
活
用

を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
在
、
業
界
で
は
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
化

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
駐
車
場
の
有

効
活
用
は
こ
の
よ
う
な
整
備
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋
の
敷
地
の
８

割
が
借
地
で
あ
る
た
め
、
実
現
可
能

な
整
備
の
仕
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問 答 問

答

公営企業（下水道事業・ボートレース事業）

北九州市と統合するべきでは

協議していく
副町長

芦屋町浄化センター

貝貝か
い
か
け

か
い
か
け掛掛

俊俊と
し
ゆ
き

と
し
ゆ
き之之

答

問

答

録画中継

問

新
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日　程：10 月 7 日（月）～ 9 日（水）

場　所：高
たかはし

梁市役所、奈
な ぎ

義しごとえん、

　　　　奈義町役場、小野市役所

参加者：萩原洋子、田中太、中西智昭、川上誠一、松岡泉、長島毅

地域と協力した子育て支援

　近年、芦屋町でも少子化が進行しています。

そこで子育てや教育をテーマに４カ所の自治

体などを視察しました。

　１点目は、高梁市の「パパ・ママ子育て応

援企業」という取り組みです。子育て宣言す

る地域の企業に市が奨励金を交付する事業

で、働くパパやママが子育てしやすいまちづ

くりに取り組んでいました。

　２点目は、人・地域・仕事をつなぐ「奈義

しごとえん」です。高齢者や子育てママな

どに仕事を依頼し「ちょっとだけ働きたい人」

と「ちょっとだけ手伝ってほしい人」をつなぐ

事業を行っていました。

　３点目は、「なぎチャイルドホーム」です。

民生文教委員会
　　　視察

なぎチャイルドホームにて

日　程：10 月 30 日（水）～ 31 日（木）

場　所：ボートレース大村、ボートレースからつ

参加者：本田浩、香田一之、内海猛年、辻本一夫、貝掛俊之

進化するボートレース場モーヴィとグルーンを視察

　ボートレース場はレース以外で誰もが楽しめる

サービスとして、アミューズメントパークの機能強

化をはかっています。全国売上１位の「競艇発祥の

地」ボートレース大村は２０１５年３月に観戦スタ

ンドの大幅リニューアルが行われました。その後ス

ケートボードパークやボルダリング施設、遊具など

の施設改善がはかられています。

　またボートレースからつではブックカフェ、音楽

スタジオ、キッチンスタジオなどの施設改善がされ

ており、各施設の利用者増加は今後の芦屋町の交流

人口向上の参考となり、観光化にも期待できます。

　このような充実したボートレース施設改善の波及

効果としては住民の住んで良かった町づくりに貢献

できると感じました。　　　　　　　　　　（本田）

総務財政委員会
　　　視察

ボートレース大村　グルーン前にて

ボートレースからつ　ブックカフェ前にて

ボランティアの子育てママが自分たちで考え

活動する地域と子育ての拠点施設でした。こ

のように地域を巻き込み課題解決する手法は

素晴らしいと感じました。今後はこの視察で

の学びを生かし、先進地の取り組みは芦屋町

でもできるのか調査研究し、政策提言につな

げていきたいと思います。　　　　　（萩原）
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　芦屋町が行った地震や津波を想定した避難訓
練を見学しました。会場となった総合体育館で

は避難者のスムーズな受け入れや避難者用テン

ト、簡易トイレの組み立てなどの訓練が行われ

ていました。

　私たちも避難者用テントの組み立てに挑戦し

てみましたが、なんとか無事に組み立てること

ができました。非常時用のテントは誰でも組み

立てられるようにできているんですね。（香田）

地震津波避難訓練
日　程：11 月 16 日（土）

テント組み立ての様子

一

般

質

問

議会録画中継配信中
　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧くだ

さい。なお、配信は本会議終了から７日後（土

日祝日のぞく）です。

録画中継ページ録画中継で見た表決の様子

議会を傍聴しませんか !
　議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の

ひとつです。ぜひお越しください。

詳細は議会事務局にお問い合わせください。

TEL 093-223-3579

次回の定例会は
２月 26 日開会予定

新
年
の
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月
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問
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　行政サービスのための予算・決算審議という
テーマの研修会。講義では、他市町村の財政状

況資料集などを基に細かく解説があり、見識を

深めました。行政経営のいろいろな取り組みが

始まっていく中、制度開始当初だけではなく、

継続的に注視・質問していくことの重要性を再

認識することができました。持続可能な行政

サービスの提供と、住民の福祉の増進につなげ

ていきたいと思います。　　　　　　（田中）

１期目議員等研修会

日　程：10 月 31 日（木）

研修会場にて

場　所：福岡県自治会館

　今年の広報研修会は町民の皆さまに「何だろ
う？」、「面白そう」と興味を持っていただく広

報紙づくりをテーマに、紙面のデザインや記事

の構成などについて学びました。

　また広報紙を評価する広報クリニックでは芦

屋町議会が発行している議会だよりの良い点や

改善すべき点などを具体的にコメントしていた

だきました。これからも読みやすくわかりやす

い議会だよりを目指してがんばります。（香田）

日　程：11 月 25 日（月）

場　所：博多サンヒルズホテル

町村議会広報研修会・
広報クリニック

研修会場にて

場　所：総合体育館

⑰ 議会だよりあしや令和 7年 2月 25 日　第 224 号



町かど町かど 　住民の生命と財産を守るために活動して

いる消防団長にインタビューしたっちゃ！

　　　

住民の生命と財産を守る熱い思いの方、入団しませんか。住民の生命と財産を守る熱い思いの方、入団しませんか。

消
防
団
に
入
ら
れ
て
ど
の

く
ら
い
で
す
か
？

当
時
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
応
援
と
い
う
形
で

消
防
団
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ち
芦
屋
町
の
た

め
に
何
か
し
た
い
と
の
思
い
で
入

団
し
ま
し
た
。

有
事
の
際
に
は
、
消
防
署

と
連
携
し
た
火
災
に
お
け

る
消
火
活
動
、
災
害
に
お
け
る
住

民
の
救
助
や
避
難
誘
導
、
行
方
不

明
者
の
捜
索
、
危
険
箇
所
の
警
戒

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た

災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
訓
練
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
地
域
防
災
の
士
気
を
高

め
る
啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

団
員
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
で
、
特
に
若
い
世
代
の

団
員
を
増
や
す
た
め
に
も
家
族
の

理
解
が
で
き
る
よ
う
に
活
動
し
や

す
い
環
境
を
整
え
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

Ｑ Ｑ

Ａ

Ａ Ａ

ＱＡ

インタビューインタビュー

芦
屋
町
消
防
団
長
に
聞
い
た
！

芦
屋
町
消
防
団
長
に
聞
い
た
！消

防
団
の
活
動
は
？

守田政孝消防団長

入
団
し
た
き
っ
か
け
は
？

入
団
し
て
47
年
で
す
。

今
後
の
消
防
団
の
課
題
は
？

消火活動訓練の様子

水害対策の土のう製作 花火大会での延焼防止作業

（ヨットハーバーあしや）

議
会
だ
よ
り
あ
し
や
／
発
行
●
芦
屋
町
議
会
　
編
集
●
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
〒8

0
7
-0
1
9
8

福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
幸
町2

-2
0

　
☎0

9
3

（2
2
3

）3
5
7
9

　
印
刷
●
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
コ
ロ
ニ
ー

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
内
海
　
猛
年

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
長
島
　
　
毅

　
副
委
員
長
　
貝
掛
　
俊
之

　
委
　
員
　
　
本
田
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
萩
原
　
洋
子

　
委
　
員
　
　
香
田
　
一
之

　
委
　
員
　
　
田
中
　
　
太

編編  

集集  

後後

  

記記

　
芦
屋
町
議
会
に
は
４
つ

の
委
員
会
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
２
年
ご
と
に
メ
ン

バ
ー
構
成
が
変
わ
り
ま

す
。
よ
っ
て
、
本
委
員
会

構
成
も
今
号
が
最
後
に
な

り
ま
す
（
涙
）。
こ
の
２

年
間
「
議
会
だ
よ
り
あ
し

や
」
は
さ
ら
に
見
や
す
く

読
み
や
す
い
広
報
紙
へ
と

邁ま
い
し
ん進
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
当
に
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
賜
り

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
次
号
か
ら
の
「
シ
ン

広
報
常
任
委
員
会
」
の
こ

と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
長
島
　
毅
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